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研究成果の概要（和文）：　本研究では慢性疼痛の認知行動療法施行後の疼痛の重症度の改善について、治療前
における予測因子として①人格特性に関する認知行動療法施行後の疼痛症状変化の予測因子②認知的な側面に関
する認知行動療法施行後の疼痛症状変化の予測因子③抑うつ症状や身体化傾向に関する認知行動療法施行後の疼
痛症状変化の予測因子を検証することとした。
　研究を開始し、マニュアルの整備や他疾患における効果予測因子の研究等の一定の成果を上げることができ
た。しかし当初の想定ほどの研究参加者が集まらず、コロナウイルス感染症拡大の影響のため附属病院も研究参
加者のリクルートに協力できないため、必要なデータの収集が困難となり研究は終了とした。

研究成果の概要（英文）：　In this study, we examined the predictors of the improvement of the 
severity of pain after cognitive-behavioral therapy for chronic pain. We focused three baseline 
dimensions; (1) personality traits of patients,(2) cognitive aspects of pain, (3)depressive symptoms
 or somatization tendencies.
 The research was started, and we were able to achieve certain results such as the preparation of 
manuals of cognitive behavioral therapy for chronic pain and research on effect predictors of 
cognitive behavioral therapy for other diseases. However, the number of research participants was 
not as high as initially expected, and Nagoya City University Hospital could not cooperate with the 
recruitment of the research participants due to the spread of covid-19 infection. Therefore we 
thought that it was difficult to collect necessary data and the research was terminated.

研究分野： 不安症やストレス等に対する認知行動療法

キーワード： 認知行動療法　慢性疼痛　治療効果予測因子
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研究成果の学術的意義や社会的意義
  成果としては、慢性疼痛に対する介入用の認知行動療法マニュアルを確定し、研究体制の整備を行った。これ
により臨床実践を進めるとともにコロナ禍が鎮静化したのちの研究の遂行が可能となった。
　また、関連する研究として他の疾患に対する認知行動療法の効果予測因子の検証を行い、論文出版および学会
発表を行った。これにより、認知行動療法の効果予測に関する一般的な知見を深めることができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１． 研究開始当初の背景 

 
①慢性疼痛の現状 
国際疼痛学会での慢性疼痛の定義は「治療を要すると期待される時間の枠組みを越えて持続

する痛み、あるいは進行性の非がん性疾患に関連する痛み」とされており、慢性疼痛の多くが外
傷や疾病に起因する急性疼痛から移行したものであるが、疼痛を誘発する刺激が持続的または
断続的に存在するために生じる場合も含まれる。慢性疼痛では、患者は長期に渡り痛みに苦しむ
こととなるが、その病理形成については、身体的要因だけでなく心理的・社会的な要因による影
響も大きいとされている。 
わが国において、慢性疼痛の有病率は約 13％とされている。また、平成 19 年国民生活基礎調

査によると受療頻度の高い上位 5 疾患に腰痛症、肩こり症が含まれているほか、頻度の高い自
覚症状として腰痛、肩こり、上下肢の関節痛、頭痛が上位を占めている。国民の多くが痛みに苦
しみながら生活をしているといえる。 
慢性疼痛への対策として、平成 22 年に厚生労働省から「今後の慢性の痛み対策について」と

題する提言もされており、慢性疼痛に対する取り組みは今後国を挙げての取り組みが必要な、現
代における大きな社会問題である（柴田ら 理学療法学 2014）と言える。 

 
②慢性疼痛治療の問題点 
慢性疼痛の治療には、薬物療法やリハビリテーション、神経ブロックや脳外科・整形外科的な

治療などがあり、一定の治療効果が得られている。しかし、安易なオピオイド使用をはじめ薬物
の不適切使用の問題が指摘されるなど、身体的治療の有用性にも限界があることが指摘されて
いる。また、上記のように慢性疼痛は生物学的要因だけでなく、心理的要因や社会的要因も複雑
に関与しており、心理・社会的なアプローチも重要と考えられる。 

 
③慢性疼痛に対する認知行動療法 
現在、心理・社会的介入の一つである認知行動療法は慢性疼痛に対して高いエビデンスレベル

が示されている。３つのメタアナリシス（Malone & Strube. Pain 1988, Turner. Spine 1996, 
Morley et al. Pain 1999）により有効性が示されているほか、コクランレビューでも有効とされ
ている（Williams et al. Cochrane review 2012）。 
しかし、治療反応については個人差があり、さらに認知行動療法は長期間に渡る場合もあるため、
その適応の判断は慎重になされなければならない。適応判断に当たっては、治療効果を予測する
ための人口統計学的または臨床的な患者特性を把握しておくことが有用とされており、知見の
蓄積が待たれている。 
  ④名古屋市立大学における認知行動療法 
私たち認知行動療法グループは、2001 年度以降パニック障害・社交不安障害専門外来にて認

知行動療法を提供し現在までに 500 例以上の患者が治療を終了している。また治療者の育成に
も力を注いでおり現在 7 名が認知行動療法を施行可能であるほか、そのうち 2 名が厚生労働省
うつ病の認知行動療法研修事業のスーパーバイザーを兼務しており、認知行動療法に関する指
導体制も整っている。さらに、私たちは蓄積された臨床データをもとに、パニック障害や社交不
安障害に対する認知行動療法施行後の重症度変化の予測因子の研究 (Chen et al. BMC 
Psychiatry 2007, Nakano et al. Psychiatry and Clinical Neuroscience 2008, Kawaguchi et al. 
Neuropsychiatric Disease and Treatment 2013, Ogawa et al. Open Journal of Psychiatry 
2016)や長期予後の予測因子の研究 (Ogawa et al. Journal of Behavioral Therapy and 
Experimental Psychiatry 2010)などの臨床的かつ実践的な知見を蓄積してきた。また、慢性疼
痛の治療に関しては、2016 年 7 月に名古屋市立大学病院に統合的痛み治療センターが設立され、
認知行動療法等心理社会的介入を中心とした治療を積極的に導入していく予定である。 
 
２． 研究の目的 

 
 慢性疼痛に対する認知行動療法の治療効果予測因子については、先行研究では、ベースライン
での疼痛に対する受容度が治療効果を予測することを示唆するもの（Samwel et al. British 
Journal of Health Psychology 2009）などがある。しかし、人格特性や臨床特性その他の治療効
果予測因子についての研究はほとんどない。  
私たちは慢性疼痛の認知行動療法施行後の疼痛の重症度の改善について、治療前における予

測因子について下記のように検討することとした。 
 Ⅰ．人格特性に関する認知行動療法施行後の疼痛症状変化の予測因子 
  Ⅱ．認知的な側面に関する認知行動療法施行後の疼痛症状変化の予測因子 
 Ⅲ. 抑うつ症状や身体化傾向に関する認知行動療法施行後の疼痛症状変化の予測因子 
３． 研究の方法 



 
① 実施手順の概要 

 慢性疼痛と診断され認知行動療法に適応があると判断された患者が対象。目標症例数は 100 例
とした。 
(1) 介入前評価 
 上記対象者について診断を確定し併存精神疾患の有無を確認するために、Structured 
Clinical Interview for DSM-5 という半構造化面接を施行して認知行動療法への適応を評価す
る。その上で認知行動療法の内容及びスケジュールについて説明し、最終的に参加するか否かを
患者自身に判断してもらう。 
参加者については、ベースラインで以下の評価尺度を施行する 
・疼痛の重症度の評価 
(i)Visual Analog Scale (VAS)；疼痛の程度を評価する 
(ii) Short-Form McGill Pain Quetionnaire 2(SF-MPQ-2)；疼痛の質を評価する 
・ベースライン特性の評価 
(iii)NEO Five-Factor Index (NEO-FFI)； 人格特性を評価する 
(iv)Pain Catastrophizing Scale(PCS)；痛みに対する認知を評価する 
(v)Beck Depression Inventory-II(BDI-II); 抑うつ症状を評価する 
 (vi) Hopkins Symptom Checklist 90-Revised (SCL-90-R)の Somatization Subscale;ストレス
が身体症状として現れる傾向を評価する 
(2) 介入 
ベースラインの評価の終了後、3人ずつのグループによる認知行動療法を施行する。我々が施

行する認知行動療法は、Otis や Thorn らの治療プログラムを参考に作成している。 
プログラムは以下の５項目からなり、1回約 2時間×12 回となっている。 
①慢性疼痛に対する心理教育 
②呼吸コントロール法 
③疼痛に関する認知を是正するための認知再構成法 
④行動活性化療法 
⑤アサーション 
(3) 介入後評価 
治療終了後は疼痛の重症度を評価するため前述の VAS および SF-MPQ-2 を施行する。 

 
② 解析 
平成 29 年度及び 30 年度は上記に従いデータの収集を行う。平成 31 年度はデータ収集を継続
するとともに、収集されたデータの解析を施行して検討を加える予定とした。 
研究代表者は研究全体の統括をするとともに、データの収集及び解析を施行する。解析方法は

従属変数を認知行動療法施行後の疼痛の重症度（VAS、SF-MPQ-2 の総合得点および下位尺度）と
し、独立変数は患者の年齢、性別、人格特性（NEO-FFI の各下位尺度）、痛みに関する認知（PCS
の総得点）、抑うつ症状（BDI-II の総得点）、SCL-90-R の Somatization Subscale の得点とする。
治療前の疼痛の重症度（同上）をコントロールして重回帰分析を行う。 
 
 
４．研究成果 
 成果としては、慢性疼痛に対する介入用の認知行動療法マニュアルを確定し、研究体制の整備
を行った。また、関連する研究として他の疾患に対する認知行動療法の効果予測因子の検証を行
い、論文出版および学会発表を行った。当初の想定ほどの研究参加者が集まらないうえ、介入実
施者が不足していたため、令和元年度までの研究期間を 1年延長することとなった。しかし、令
和 2 年度はコロナウイルス感染症拡大の影響のため研究参加者は皆無となったうえ、附属病院
も患者数の減少やコロナ対応等の実施により研究参加者のリクルートに協力ができず、データ
の収集は困難となった。 
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